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5 月 5 日 �

る
よ
う
に
関
東
一
円
は
も
と
よ
り
、
本
州
・
四
国

中
に
も
分
布
し
、
遠
く
は
、
徳
島
・
高
知
、
広
島

ま
で
達
し
て
い
る
。

支
部
は
、
月
一
回
の
執
行
委
員
会
、
隔
月
の
分

会
代
表
者
会
議
、
月
一
〜
二
回
の
機
関
紙
「
労
報
」

発
行
と
い
う
機
関
運
動
の
他
、
家
族
も
含
め
た
旗

開
き
、
海
の
幸
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
夏
の
サ
マ
ー
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
を
開
催
し
、
会
う
機
会
を
大

切
に
す
る
運
動
を
推
し
進
め
、
組
合
員
ど
う
し
の

顔
が
判
る
よ
う
な
家
庭
的
な
支
部
づ
く
り
を
追
求

し
て
い
る
。
他
会
社
の
バ
ス
社
員
と
の
情
報
交
換

や
レ
ク
へ
の
参
加
な
ど
の
交
流
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
。
組
織
対
策
に
つ
い
て
は
、
坂
本
君
（
国

労
東
京
地
本
青
年
部
長
）
の
元
職
場
復
帰
と
労
使

関
係
改
善
を
き
っ
か
け
に
、
国
労
加
入
呼
び
か
け

を
全
力
を
挙
げ
取
り
組
ん
で
い
く
。

バ
ス
職
場
は
、
規
制
緩
和
の
影
響
か
ら
安
売
り

が
横
行
し
、
ま
た
常
磐
新
線
開
業
に
伴
う
減
収
見

込
み
で
、
在
来
線
の
路
線
の
譲
渡
、
不
採
算
路
線

の
休
廃
止
に
と
ど
ま
ら
ず
、
子
会
社
バ
ス
テ
ッ
ク

に
バ
ス
社
員
を
出
向
さ
せ
て
東
京
・
名
古
屋
を
三

月
二
五
日
か
ら
運
行
さ
せ
る
な
ど
、
合
理
化
が
進

行
し
て
い
る
。

磯
部
委
員
長
は
「
宣
伝
・
啓
蒙
を
重
視
し
、
無
権

利
状
態
に
あ
る
労
働
者
を
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
全

力
を
挙
げ
る
」
と
決
意
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
自
動
車
支
部
教
宣
部
長
・
渡
一
夫
）

四
月
一
日
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
入
社
式
が
行
わ
れ
た
。
東

日
本
会
社
は
白
河
の
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
う
た
め
、
三

月
三
一
日
に
新
入
社
員
が
続
々
と
新
白
河
駅
に
降
り
立

っ
た
。

国
労
東
日
本
本
部
主
催
で
行
わ
れ
た
入
社
式
対
策
行

動
と
し
て
、
新
白
河
駅
前
と
研
修
セ
ン
タ
ー
前
で
プ
ラ

カ
ー
ド
・
横
断
幕
等
に
よ
る
宣
伝
行
動
を
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
四
月
一
日
に
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
の
入
社
式

が
貨
物
本
社
で
行
わ
れ
、
国
労
本
部
や
貨
物
協
議
会

主
催
で
宣
伝
行
動
を
取
り
組
ん
だ
。

両
方
の
取
り
組
み
に
は
青
年
部
・
青
年
対
策
部
が

積
極
的
に
関
わ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
行

動
に
参
加
し
た
仲
間
は
「
新
入
社
員
の
人
た
ち
が
、

国
労
へ
の
加
入
呼
び
か
け
の
書
か
れ
た
横
断
幕
を
横

目
で
見
な
が
ら
歩
き
、
そ
れ
な
り
の
意
識
を
し
て
く

れ
た
」「
今
後
、
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
国
労
に

迎
え
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
、
感
想
と
決
意
を
語
っ

て
く
れ
た
。

福
島
・
茨
城
・
栃
木
・
千
葉
・
東
京
・
長
野
・

群
馬
の
一
都
六
県
に
ま
た
が
り
、
一
五
支
店
四
営

業
セ
ン
タ
ー
六
営
業
所
に
、
一
一
分
会
五
〇
名
程

の
組
合
員
で
組
織
す
る
関
東
自
動
車
支
部
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
か
ら
の
出
向
社
員
と
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
採

用
の
社
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

業
務
内
容
は
、
検
査
業
務
の
他
、
乗
務
範
囲
と

し
て
は
路
線
バ
ス
以
外
に
、
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
に
あ
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役
員
の
皆
さ
ん

支
部
旗
開
き

一
、
日
　
　
時
　
　
二
〇
〇
五
年
五
月
二
〇
日
（
金
）

二
、
場
　
　
所
　
　
川
崎
・
つ
り
幸

三
、
日
　
　
程
　
　
六
：
〇
〇
〜
六
：
三
〇
　
受
　
付

四
、
釣
　
　
法
　
　
鯛
（
タ
イ
）
は
サ
ニ
ー
カ
ゴ
（
Ｌ
八
〇
号
）

鯵
（
ア
ジ
）
は
サ
オ
・
ビ
シ
釣
り
（
錘
一
三
〇
号
）

五
、
参
加
費

一
人
一
〇，

〇
〇
〇
円

六
、
競
技
方
法
　
　
鯛
（
タ
イ
）
は
一
匹
の
重
量

鯵
（
ア
ジ
）
は
三
匹
の
重
量

七
、
締
　
　
切
　
　
五
月
六
日
（
金
）
地
本
必
着
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出
欠
の
確
認
、
果
て
は
賞
状
書
き
ま
で
や
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
中
村
さ
ん
が
、
約
五
〇
匹
・

二
〇
㌔
を
釣
り
あ
げ
、
優
勝
し
て
し
ま
っ
た
。

参
加
者
各
位
の
ま
す
ま
す
の
奮
闘
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

【
結
果
】

優
　
勝
　
中
村
　
寛
（
松
戸
運
転
区
）
二
〇
㌔
　
　

準
優
勝
　
大
川
　
亨
（
三
鷹
車
掌
区
）
一
九
・
四
㌔

第
三
位
　
園
部
利
行
（
浦
和
車
掌
区
）
一
六
・
九
㌔

四
月
九
日

「
労
働
安
全
衛
生

法
・
シ
ニ
ア
再

雇
用
制
度
学
習

会
」
が
、
桜
の

花
が
満
開
の
土

曜
日
、
都
内
で

開
催
さ
れ
た
。

山
本
福
対
部

長
の
司
会
で
始

ま
り
、
笹
原
書

記
長
か
ら
主
催

者
挨
拶
が
行
わ

れ
た
。
書
記
長
は
、
昇
進
差
別
事
件
和
解
に
対
す
る

取
り
組
み
の
現
状
報
告
を
し
な
が
ら
、「
今
年
の
試

験
に
は
全
体
で
取
り
組
も
う
。
そ
の
力
で
組
織
拡
大

に
全
力
を
挙
げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

次
に
、
全
労
働
本
部
・
丹
野
中
央
執
行
委
員
か
ら

「
国
労
の
行
っ
た
、『
健
康
・
安
全
、
職
場
実
態
調
査
』

か
ら
み
た
安
全
衛
生
活
動
の
課
題
」
に
つ
い
て
、
改

正
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
労
働
安
全
衛
生
法
と
か
ら
ま

せ
た
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

丹
野
氏
は
「
労
災
・
職
業
病
の
現
状
、
労
働
組
合

に
よ
る
安
全
衛
生
活
動
と
職
場
実
態
調
査
の
重
要
性

を
前
段
に
述
べ
な
が
ら
、
①
疲
労
の
程
度
と
健
康
状

態
、
②
職
種
・
職
域
を
問
わ
ず
強
ま
る
ス
ト
レ
ス
、

③
過
重
労
働
の
軽
減
対
策
、
④
深
刻
な
状
態
に
あ
る

労
災
隠
し
、
⑤
存
在
感
の
薄
い
安
全
衛
生
委
員
会
」

に
つ
い
て
、
調
査
の
詳
し
い
分
析
と
、
職
場
で
健
康

な
ど
に
つ
い
て
今
後
ど
う
し
て
い
く
か
、
ど
う
活
動

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
考
え
方
と
今
後
の
課
題
を

提
起
さ
れ
た
。

続
い
て
、
国
労
東
日
本
本
部
の
藤
野
副
委
員
長
か

ら
、
シ
ニ
ア
再
雇
用
制
度
に
つ
い
て
、
再
雇
用
先
へ

の
採
用
状
況
や
労
働
条
件
を
明
ら
か
に
し
、
〇
五
年

度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正

に
伴
う
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
会
社
提
案
の
説
明
な

ど
を
行
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
抱
え
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
東

日
本
本
部
は
「
①

今
回
の
法
改
正
の

主
旨
は
定
年
延
長

又
は
希
望
者
全
員

の
継
続
雇
用
の
確

保
で
あ
り
法
改
正

の
原
則
に
反
し
て

い
る
。
②
Ｊ
Ｒ
東

日
本
会
社
は
希
望

者
の
九
八
％
の
再

雇
用
を
確
保
し
た

と
い
う
が
、
国
労

調
査
と
乖
離
し
て
お
り
改
善
を
求
め
る
。
③
採
用
人

数
の
明
確
化
、
退
職
事
務
に
関
す
る
小
冊
子
の
対
象

者
全
員
へ
の
配
布
。
④
現
行
制
度
の
運
用
上
の
問
題

点
や
法
改
正
の
主
旨
を
踏
ま
え
別
途
要
求
を
提
出
す

る
。」
と
し
て
修
正
提
案
時
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
と

の
報
告
も
受
け
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
学
習
会
と
な
っ
た
。

四
月
一
三
日
早
朝
、
桜
の
花
を
散
ら
せ
る
冷

た
い
雨
が
降
る
中
、
日
頃
の
腕
を
競
う
太
公
望

が
、
幸
手
市
の
市
営
へ
ら
鮒
釣
り
場
に
集
合
し

た
。
五
時
半
入
場
か
ら
一
五
時
ま
で
各
々
の
テ

ン
ト
で
一
心
不
乱
に
へ
ら
鮒
と
格
闘
し
た
。

釣
り
場
の
方
に
伺
う
と
、
「
冷
た
い
雨
で
気

温
は
低
い
が
、
水
温
は
一
四
度
と
温
か
く
、
鮒

も
活
発
に
動
い
て
い
る
。
釣
果
は
上
が
る
」
と

の
こ
と
。

結
果
、
な
、
何
と
、
事
務
局
で
賞
品
揃
え
や

病
気
や
怪
我
で
働
く
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
無

収
入
と
な
っ
た
闘
争
団
員
と
家
族
の
生
活
を
側
面
か

ら
援
助
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
Ｄ
Ｌ
Ｒ
基
金
が
枯

渇
し
、
給
付
継
続
が
困
難
な
状
況
に
立
ち
至
っ
て
い

る
。同

制
度
は
、
国
鉄
清
算
事
業
団
を
解
雇
さ
れ
た
一

〇
四
七
名
の
生
活
を
援
助
す
る
た
め
、
一
九
九
二
年

三
月
三
一
日
に
設
立
さ
れ
た
。
給
付
対
象
者
は
現
在

月
平
均
の
べ
一
五
人
で
、
①
死
亡
一
年
未
満
の
闘
争

団
員
な
ど
の
遺
族
、
②
傷
病
休
業
一
ヶ
月
以
上
の
闘

争
団
員
に
給
付
さ
れ
て
い
る
。
発
足
当
初
は
、
月
一

〇
万
円
以
上
の
給
付
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
一

律
三
万
円
で
、
し
か
も
こ
こ
数
年
、
政
府
に
よ
る
超

低
金
利
政
策
の
も
と
で
「
基
金
」
が
枯
渇
し
、
カ
ン

パ
収
入
に
よ
る
「
つ
な
ぎ
」
状
態
の
資
金
運
営
と
な

っ
て
い
る
。

昨
年
秋
の
「
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
」
の
中
で
、

約
二
百
二
十
万
円
の
カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
の
半

年
間
給
付
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
基

金
も
六
月
末
で
再
び
枯
渇
す
る
状
況
に
あ
る
。

Ｄ
Ｌ
Ｒ
基
金
事
務
局
で
あ
る
国
鉄
闘
争
支
援
中
央

共
闘
会
議
は
、
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
別
紙
「
緊
急

カ
ン
パ
」
を
再
度
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
定

し
た
。

以
下
の
取
り
組
み
に
全
力
を
挙
げ
よ
う
！

一．

カ
ン
パ
活
動

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
取
り
組
む
べ
き
第
一
義
的
　

課
題
と
し
て
、
支
援
共
闘
団
体
等
に
対
し
て
、
一
　

受
賞
者

花
咲
く
テ
ン
ト

定
の
目
標
を
設
定
し
、
緊
急
カ
ン
パ
の
要
請
行
動
　

等
創
意
工
夫
あ
る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
。

二．

カ
ン
パ
用
紙
の
送
付
と
報
告

Ｄ
Ｌ
Ｒ
基
金
事
務
局
が
発
行
し
た
要
請
書
及
び
　

カ
ン
パ
用
紙
等
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
。

カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
た
団
体
等
は
、
国
鉄
新
聞
　

及
び
国
鉄
支
援
共
闘
ニ
ュ
ー
ス
で
報
告
す
る
。

三．

カ
ン
パ
の
取
り
組
み
期
間

①
第
一
次
集
約
　
〇
五
年
　
六
月
末

②
第
二
次
集
約
　
〇
五
年
　
七
月
末

③
最
終
集
約
　
　
〇
五
年
　
八
月
末
と
す
る

四．

振
込
口
座

中
央
労
働
金
庫
新
橋
支
店

（
普
）

八
四
〇
九
一
二
〇

郵
便
振
替
口
座

〇
〇
一
四
〇
―
九
―
七
五
七
二
八
〇

名
義
「
傷
病
災
害
救
援
基
金
」

本
年
四
月
一
〇
日
告
示
一
七
日
に
投
票
が
行
な
わ

れ
た
、
福
島
県
白
河
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、

前
大
宮
地
区
本
部
委
員
長
で
宇
都
宮
営
業
機
動
セ
ン

タ
ー
分
会
の
石
名
国
光
さ
ん
が
当
選
し
た
。

白
河
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
定
数
二
四
名
の
と
こ

ろ
二
六
名
が
立
候
補
す
る
少
数
激
戦
で
あ
っ
た
が
、

七
四
五
票
を
獲
得
し
、
新
人
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
選

す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。


